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Summary

In
　
u … 11 ・un ・hi・g　m ・th ・d

・
w … ed 　tw 。　 w ・y ・ h・・ i・g　th・ g・ ug ・ 。f ・b・・ t　113　t。 114 。f ，hip−−

breaClth．

　On　the　other 　hand ，　there　was 　the　single 　 way 　Ia岨 ching 　method
，　 in　which 　only 　one 　way 　was

placed ・t ・hlP「
s
　cent ・・1i… W ・ 且・d　m ・ ny ・d・ ant ・g・・ i・ thi・ si・gl・ w ・y　l・・ n ・h圭・g ， ・u ・h 。、　savi 。 g

・ fm ・ n −h 。・ ・s・・avi ・g ・f　m ・ter三・1　and 　wide −rang ・ f・ r　ship 　 P・・iti・ni ・g，　b・ t　it・ apPli 、 ati 。n 　was

c °n 丘ned
　t・ ・m ・11… hip　wh ・・e　m ・x 　l・u・・hi・g　w ・ight　w … b・ ut 　2，。0。t，　b・・a・ ・e ・ f　th。　p。。b1，m 、

on 　ship 　stability ，　ship 　strength
，　and 　so 　on ．

Th ・ p ・ e・ent 　p・p・・ c ・nce … ab ・・ t　th・ m 。di且・d　tw ・ w ・y　l・・n ・h三・g　m ・th ・d　d。 v 。1。P 。d　by　Mit ，u−
bishi　Y °k・h・ m ・ ・hipyard　i・ whi ・h　th ・ g・・g・ is　s・ sm ・ll　th・t　it　i… n ・id・・ed ・1m・・t ・i・ gl。　w 。y
la・ nchi ・g・ This 　si ・ g1・ w ・y　typ ・ 1・・ n ・hi・g　m ・th ・d　was 　apPli ・d ・t 血・・t　t・ ・m 。II，。　ship ，　b。t　w 。 s

ext ・nd ・d　t・ 1・rg … hip ・t・p　by ・t・p ・ft・r　ca ・ef ・1 ・t・ dy ・n ・hip ・t・bility
，

，hip 。treng ヒh 。。d 、。 。n．
Up　t° dat… 1・ v … hip・ wer ・ 1・u ・・h・d ・ucc ・f・11y　by　thi・ m ・th。d・incl・di・ g ・ight・fi・h　f・・t。 ry 。hip、

whose 　launching　 weight 　 was 　about 　8，000　t　 and 　L × B × D 　140　m × 24　m 　x14 ．8m ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1　 ま　え　が　き

　通常の 進水方式 で は 二 条 の 進水台 が 船体中心 対称 に 船幅 B の 113〜114 程度 の 位置 に 配置 さ れ る 。 こ れ に 対 し

船体中心線上に
一

条の 進水台を配置する い わ ゆる
一

本足進水 （single 　way ！aunching 　method ）は資材，工費，
船体据付面 等で 色 々 利点を有す る 方式 で あ るが ，そ の 安定性，船体強度上等 の 危惧 で進水重量 2，　OOOt 程度まで

の 小型船 に 限つ て 採 用 され て 来 た 。 筆者等は 立体 ブ P
ッ ク に よる船体建造方式 の 開発 と並行 して 船体 中 心 に 極め

て接近 した二 条 の 進水台 （台 の 中心 間隔 L1 血 〜2m ） を有す る ほ と ん ど
一

本足型 の 二 条 進 水方式 を 考案し ， そ
の 安定性，船体横強度等 の 問題 に 終始慎 重 な検 討 を 加え，逐 次 大型船 に 適用を拡大し， 現在 まで に 進水重量 8，　OOO
t 級 （L × BxD ＝ 160m × 24mX14 ・8m ） 8 隻を含み 11 隻 の 船 を本方式で 無事進水 させ た 。

　こ の 結果本方式に よ る進水が極め て安全 か つ 有利なもの で あ る こ とが判明 し て お り，以 下 こ の 中心 二 条進水式

　とそ れ に 伴 5諸問題 の 検討に つ い て 述べ る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　2　中心＝ 条進水の 利点と 台構造

　表 1 の 進水例に つ い て 中 心 二 条進水 の 台構造を図 ヱ〜11 図で 具体的に 紹介 し，併 せ て本進水方式 の 利点に つ い

て 記 す 。 な お 当所 の 中心 二 条進水 の 台間隔は 表 1 に 示すご と く 1，300m ！m を 標準 と して い る が こ れ と 同型船
を エ，100m ！m の 間隔で進水させ た 実例もあ る 。　 ’

　2・1 船首 部構造 （図 1〜3＞

　　　原稿受 付　昭 和 41 年 7 月 ユ0 日
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　　　　　　　　表 1　S871 進水 要 目 （第3 号 船 台）
．

（L）160』 Om × （B）24，00m × （D ）14．80 ！n 　 ボ ール 進水 No ．116
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　 　 4．
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メ カ 昌カル ト リツ ガ ー4基使用

nt　p一ル 使 用 総数 4，230 個 （滑勦 台 下 3，966個 ．滑 動台 後端 よ り後方 264 個）

基 線 上 重 心 まで の 高 さ 9．95m
船尾 浮 揚 初 め 時 の 後 部最 大 喫 水 6．79m （A ，P ，に て ）

進 水時 復 原 性 能

  船 尾 浮揚初め ときの
“EGM ”3．8m

  復原住範囲 70°

  　　復原糎 　1．8m
  　船台上横倒れを生ずる 風遠 お よ び力率 47m 〆sec （7、370t−rn ）

    の モ ーメ ン トを生 ぜ しめ る ア ン パ ラ y ス 重量 （皀 より 12m の 位置 として ＞62亅t
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　図 1に示すご と く中心二：条選水は船体中心

部に 進水台を配置するの で 必然的に平坦部が

多 くな り船首船尾部 の い わゆ る ポペ
ッ ト構造

が中央部同様全 く平らか あ るい は極め て 小型

とな り資材 ， 工数面で 大幅な節減が可能で あ

る。 本船の 楊合も船首部は 全 く平 坦 で あ り

piveting　load　1，
450t に対し 50　mlrn 厚さ

の 歙材を 5段，長さ 8m の範囲 に配置した だ

け の 極 め て 簡単な構造 で あ る 。 滑動台 ， 腹駒

と もに材質は米松で一
番台 の 腹駒 の み左右両

玄 に跨る通し駒を用 い ，17 レ
ー

ム 2 個宛配

友 表

図 1　 中 心 二 条 に よ る進水台 平坦 部 の 増 加

一

蜜

ス 犂
ッ．

．− 臆
，

i　 。 定

図 2 船 首 部 構 造 図

置し て い る。 なお滑動台 の 引込 み に 関 して は進水

台部分 の 盤木，支柱が あ らか じめ か わ して 毅けて

あ る の で従来方式同様進水前 1 カ月位に 行な うが

先行工作で腹駒をキール 盤木兼用に 使用する こ と

もあ る。

　2・2　中央邸構造 と吊込要領 （図 4・5）

　中央部で は 長さ 1，　200　mlm ，幅 300　mlm の 米松

製腹駒を 37 レーム に 2 個ゐ割合で配置 し駒当 り

の 荷重は約 30t である。 進水台の 船体へ の 吊込

み は 図 4 の ご とくス リ ッ プ金具を船底外板に 溶接

する方法な用い て い る。 これは 従来 の 吊込み ワ イ

ヤ ー
を船体に 大回 しする方法と比 べ て資材，工数

さらに は進水直前の ク V − V 使用節減等 で極め て

有利で あ る。 図5 に こ の 吊込み の 配置を示す が図中 ＊ 印は 安全荷重 20t の 金具を用い 他はす べ て 10t 型で ある。

進水後潜水夫が こ の ス リ ッ プ金具を外 しそ の 後曳船を用 い て進水台を引抜く。 本船の ご と く両玄で 30 台程度 ま

で は一回で引抜きが 可能で あ るが大型船で は 二 ，三回に 分けて引抜くこ と もある 。 外板付の ピース は 入渠時徹去

す る。 こ の 外中心 二 条の 進水台 総幅は 最大 2，300m ／m 程度で あるか ら図 4 で示される ご と く大型船用 の コ ン ク

リート固定台 の 片玄 が 利用で きる こ とが 多 く固定台の据付費が節減され る し ， 二 条の進水台を結ぶ 内張材 ， 締込

ワ イヤー尊の節渡 も大きい 。

　2・3　船尾部構造 （図 6・7）
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庭：蓋 島
　　　　　　　　　／
　 　  ＿ノ

ー 一
一

．．

図 4 中 央 部 搆 造 図

、

　 　 　 　 　 　 t’：20丁型 吊込 金 物

　 　 　 　 　 　 　 魂01よ総 て 「O了型
図 5 　卸臼 吊込 要 領

　本船で は 台 の 後端荷重 が 42。5t！m2 と高 い の

で 船首部同様腹駒を密に 配置 して い るが通 し駒

は 使用 し ない 。 台後端 を水中に 突入する際の 抵

抗 を 考慮 して 真直 ぐ友方向に 吊込 む 外 は 中央部

構造と特に 異 な る点は な い
。

　以上 の 2．1〜2．3 に よ る工 数 の 節減 は 表 1 の

進水例 の 場合 で 約 1，200H に 達 し て い る 。

　 2・4　 トリッ ガーお よび ス リッ プ装置

　　　　 （図 8〜11）

　中心 二 条進水 で は 能力 130t の メ カ ニ カ ル ト

リ ッ ガ
ー4 基を左右 の 進水台 の 外側面 に 友，表

2 基宛配置 し て い る 。 4 基 の トリ ッ ガ ーを一組

図 6 船 尾 部 構 造 図

に して使用す る場合二 条の 進水台 の 内外両面一軸上 に 配置す るの が
一

般的 で あ るが進水台間隔を よ り狭く決め て

置 くこ と は 四 条進水 の 場合も含 め て ゴ ン ク リート固定台 の 幅設定 の 問題や 幅方向据付自由度を少 し で も大ぎ くす

る意味で 好 ま し い か ら内側面 の トリ ッ ガ ーを取止め 外側 の み 友 ・表 と タ ン デ ム に 配置す る こ とに し た 。 こ の 場合

ト リッ ガ ーの 同時作動 とい う点は図 8 の ご と きワ イ ヤ ー取 りで 1個 の ス リ ッ プ装置で切離す方式 （それぞれ の ワ
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イ ヤー
に は約 500kg の 張力が与え て あ る）で全 く

間題ない が進水力がそれぞれ の ト リ ッ ガ ーに 均等

に掛か らな い と い う不安があ る。 そ こ で テーパ ー

ラ イ ナ ーを利用して極力 ト リ ッ
ーガ の 当りを均一

に した 2 隻の 実船で進水時P 一ドセ ル を用 い 各 ト

リ ッ ガ ーに対する荷重配分を求め た と こ ろ 1基に

か か る荷竄は全進水力 の 25％ 土25％ 程度 と甚し

い ば らつ きを示 した 。 こ の 解決策と して図 10，11

の ご と きテ ーパ ーラ イ ナ ーと耐圧 ゴ ム か らな る荷

重均等化 の 装置を考案した 。 すなわちまず テーパ

ーライ ナ ー （表側 ト リ ッ ガ ー
の み に ある）で 大き

い 意味で の 「ガ タ」を取除き後 の 細か い 当りは耐

圧 ゴ ム の 圧縮に期待して荷重 の 均等化を行な う方

法で あ る。 耐圧 ゴ ム の 代 りに 鉛を使用 して も良い 。 （特許申請中）

　本装置を採用 した船 で 進水時 ゴ ム の 圧縮量を計測して ト リ ヅ ガ ーの 荷重分布を求め た と こ ろ そ の 配分比 は 25

土 5％ と著し く改善された o

　 2・5　中心二 条による幅方向掃付 白由度 の増加

　 中心 二 条は普通 二 条 に 比 し横方向の 船体±

一パ ーハ ン グ 量が 大 きい こ とを意味する 。 し

牝 が つ て船体の 船台幅方向の 掘付位置決定に

当 つ て い ろい ろ有利な点 が 生ず る 。 すなわち

図 12 で示す ご と く船台酎圧部を外れ る こ と

’
な く普通方式に 比べ 片玄 118B （船幅） だ け

据 付範囲演広 い の で これ を利用 して 船体を ク

．
レ ーン 側に よ り近 く据付け て 大型 ク レ ーン の

’
能力を最大限に利用する とか ， 逆に ク レ ーン

か ら よ り遠 く据付 け て ク レ ー
．ン に よ る据付船

・体幅 の 制約を緩和 し よ り大型 の 船セ建造す る

．とい つ た点で ある。 さらに 船台余剰面積利用

上 の 効果も大きい 。 当所で Fまこ の 特色を生 か

懺

図 12　中 心 二 条に よ る 据付可能範囲 の 拡大

し て既報1）の ご と く立体ブ ロ ッ ク 方式に よ る船体建造を 行ない さ らに 三 号鉛台上 で 幅 ，24m の鉛を達続建造しっ

っ 4m の船台拡幅工事を無事完了させ た 。

3　諸問題に関する検討

　 3・1 喪　　定　　性

　 3・1・1 風圧に対す る曽定性　　船体中心 よ り進水台外側の ボ ール 中心 まで の 距離は 中心 間隔 1，300　m ／m の 場

・・合 940mlm あ る の で表 1の 船で

　　　　　　　　　　　　　　　 7．800txO．94m ÷ 7，370t・m

が 本船を転倒させ るの に 必要 なモ ーメ ソ ト と考え て良い 。

　 一方風速に よ る転国モ ーメ ソ トは

　　　　　　　　　　　 ML ＝ O．　76× 10−・× A ・H ・ua　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （3・1・1）

　　　　　　　　　　　　　　　 MA ： 風速 に よ る転倒モ ーメ ン ト （レ m ）

　　　　　　　　　　　　　　　　A ：船 の風圧側面積 （mS ）

　　　　　　　　　　　　　　　　H ； 固定台上 面 よ り風圧中心 まで の 高さ （m ）

　　　　　　　　　　　　　　　　v ： 風速 （mlsec ）
開
で あ るか らこ の （3 ・1・1）式 に本船の A ＝3・　S12　ma ．　 H ＝ 12・3m を 代入 し て 転倒を生ずる風速を求め る と
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・訂。 ，設嬲 旻≒。1・ 47 （・ 1se・）

で あ る 。 した が つ て 安全率 を 考えて も風速 20m ！sec 程度 まで は 何等 心 配 は な い 。

　 3十 2　走行中の 船体安定度 の 実測　　 走行中の 船

体安定度を 確か め る た め図 13 の ご と き方法 で 走行中

の 船底傾斜 の 度合 を 実測 し た 。 す な わ ち弾性 を 有す る

1型ビL ム に あ らか じめ 十分な初期挽みを与え ピー
ム

蘿蓉呈灘 貧騨駐鑾灘灘 誉濃
量 と して検出し これ を オ ッ シ ロ グ ラ フ に 記録す る方法

で ある 。 2 隻に つ い て の 実測結果を図 14 に 示す 。 A 船

は 当所 五 号 船台 で 進水 した 船 で 進水重量4，300t進水台

闖隔 は 2
，
000m ！m で あ り船底傾斜計測 の ス パ ン は 12照

図 13　歪計 を 利用 し た 走行中 の 船体傾斜 計 測

ビ

去

誓
量

（％）

　図 14　走行中の 船体 傾 斜 計 測 結 果

で あ る 。 図 14 で 明 か な ご と く両 玄 の 計測 カ
ーブ は 全 く

一
致 し て お り進行中の 動揺が金 くな か つ た こ とが 分 る。

1型 ビ ーム が 船底か ら離れ る位置が右と左で 異 な る の は 初期撓み の 与え方 に差があつ た た め である。 B 船は 三号

船台進水で進水重量 6，650t進水台間隔 1，　100　m ／m の 表 1 と 同型船 で あ る 。 こ の 船は走行開始と と もに 僅か で は

あ るが 左玄側 に 傾斜 を始 め 徐 々 に 増大 して lift　by 　stern 直前の 状態で約 35　m ！m （計測 ス パ ン 15，900　m ！m ）左

玄 に 傾い て進水し て い る 。 本船進水時 の 左右 ア ン バ ラ ソ ス モ ーメ ン トは 重量計算 ， 進水後の 喫水計測 い ずれ に よ

っ て もほ とん ど 0で あ り進水時 の 風向も追風 3m ／sec 程度 で あつ た の で傾斜の 原因とは考えられず船台左玄側 の

み 岸壁が約 50m 延 び て い る の で こ の 側壁効果 に よ る もの で あ ろ う。 な お 傾斜量 の 35m ！m は角度に し て 約 8t

で進水に対しなん ら問題 は な い 。

　 3・レ 3 進水作業 に つ い て

　表 1の 進水 の 場合左右 の 転倒 モ ーメ ン トは 7，　350　t−m で あ りこ れは 本船 の 玄側に 約 620t の ア ン バ ラ ン ス 重

量を積ん だ 場合 に 相当す る の で 中心 二 条進水に 対し て は 何等不 安を感 じて い ない が
一

応次の ス テ ッ プ を進水作業

に 折込 ん で い る 。

　1） 進水前日に 計画設計立 会で船内点検 も行ない 残水 の 処理確認，ア ン バ ラ ン ス 重量 の 解消揖示を行な う。

　2）　進水当日すべ て の 盤木，支柱類が 取外さ れ進水式用片玄 5 個 の 盤木だ け が残つ た状態で 左 右船底 の 沈 下 量

を計測 しつ つ こ れ 等 の 盤木を徐 々 に 緩 め 盤木船体間 の ギ ヤ ッ プ 10m ！m の 点で しば ら くく様 子を 見て 異状が 無

い こ と を確 か め た 後復1日を行な う。 こ の バ ラ ン ス 確認作業時 の 船体沈下量 は い ずれ の 場合も 3〜7m ！m 程度で 問

題を生 じた こ とがない 。 なお進水時の タ ン ブ ラ
ー支柱 は 設け て い な い 。

　3・2　船 体 横 弓童 度

　中 心 二 条進水 の 場合 は 船体強度に 関 し従来 の pivoting 　pressure，　 way 　end 　pressure 等に 対する チ エ
ッ ク の

外に横方向オ ーパ ーハ ン グ に よ る stress の 増加を合 せ て 考え る こ とが是非共必要 で あ る 。
　 t の た め船底構造の
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　　　　 図 15　船体応力計 測 実験

戸Io4

外力に 対す る応答を確か め る 目的で 船殻

設計課 ， 生産技術課 の 援助を得て図 15，

16 に 示す ご と く進水直前の 利用 しそ の

No・4 カ ーゴ ーホ ール ド船底を 50　t ジ ャ

ッ キ 12 台で 押上げ船底応力の 変化を実

測した 。 こ の 測定値を用い て二 重底を有

す る船の船底構造を図 17 の ご と くク P

ス ガ ータ ーと見 な した 場合 の 端末固着度

を 求め 以下の ご とき船底強度計算式を定

め た 。 すなわち測定結果よ り7 官 ア ーは

両 端 の 固着度 ∫＝ O 支持 と考 え て良くガ

ータ ーは BHD 部で 固着度 f＝o．4〜0．5

で あ る こ とが分つ た の で 図 17 で

十
一 ゑ州

GIR〔断 面二
’
　
卩

ントエ）ム

⊥ RJDOR（断 面二次モール ト」

s −一一一一一一一y ：：：
’−

　 　 　 n 個

FLOOR

爾
RlR 書 R3 …　　　　R鳶 　圃定7虻

L」 2w絹
図 17　モ デ ル 化 した 船 底構 造 に よ る船 体横強 計算

　　　　1 ＝ GIRDER の ス パ ン （m ）

　　　　b ＝FLOOR の 〃 　 （m ）

　　　　1　＝GIRDER の断面二 次 モ ーメ ン ト （cmi ）

　　　　ノ＝FLOOR の 　 　 tt 　 　 （em
‘

）

　　　　n ＝ FLOOR の 個数

　　　 Xj ＝ ・j番 目の FLOOR の 位置 （m ）

　　　 RJ＝ rt の rt 　 の 荷重 （t ）

　　　 α
」

＝ FLOOR の 荷重の 分担率

　　　 ノ＝ GIRDER の 固着度 （ノ＝ 0 支持，∫＝＝1 固定）

　　　 va＝ 船底荷重 （GIRDER の 全長に 分布す る と し て ）（t ）

と定め れ ば

　　　　　　　 FLOOR （ゴ番目）

　　　　　　　荷重 ・
尸

（5冖f’）°

（チ）（÷）
8

π ・i・i・・ （。

　　　　　　　艪 率 ・ 尸

” （5− 4f8）‘

（f）（耕加 子・
・

　　　　　　　モ ー・ ン ・ 吽 撃 （t−m ）

　 　 　 　 　 　 　 GIRDER

（3・2・D　　、

（32 ・2）

（32 ・3）
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s

撒 一… 晦 響 ←
一甼捌 （t

−m ）

・央 モ ー〃 叫 一 晋… 一
・・｛・鰭 ・・ 一 喰 ・

・｝・t
−rn ・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
こ こに 　　　　　 C＝＝

・＋ … 775（1− ・ 785ノ）（チ）（÷）
3

妻、

s・・ ！｝一　・j

（3・2・4）

（3・2・5）

　　　　　　　　　　　　　　　 f ＝ O．4

　 で 表 わ され る 。

　中心二 条進水 の 船底強度を チ エ
ッ ク す る場合 pivoting　loadに 関し て は そ の 生ず る位置が 明確 で あ るか ら船内

補強等 の 対策が可能で あ りか つ 船体強度の 大 な る 中心 部 で 受け る の で 有利で あ る 。 次に 走行前の 滑動台後端の 荷

重に 対 して は荷重位置が明確な こ と静的荷重で あ る こ と よ りこ の 対策 も比較的容易で あ る 。 t れ に 反 し走行中 の

way
　

end
　pressure は その 生ず る位置があ る幅を持つ て お りか つ 動的 な影響が あ るの で 最 も注 意 を 要 す る問題 で

あ る 。

　い ま表 1 の 進水船 の No ．4rk ・一一ル ドに つ い て （3・2 ・1）〜（3・2 ・5）式を用 い て船底強度 の 計算を行なつ て見る 。

こ の 場合 No・4 ホ
ー

ル ド部 の 船体重量 に よ る船底圧 力は 27．2t！ma で ある が 走行中 の 最 大 way 　end 　pressure

が約 29t加 2
で あ る の で友方向へ の オーパ ー

ハ ン グ そ の 他 の 理由で こ の 程度の 圧力が こ の　　　　　
表 2

　進 水 時 の 計 算 応 力 No ・4 ホ ール ド舶底）

27．　2t／m2 に 加 っ た 場 合 を 想定し て 2倍 の

54．4t！m3 の 船底圧力に 対 して 計算を行なつ

た 。計 算結果 を表 2 に 示すが進水時の 瞬間か

つ 一
回限 りの 応力 と して は 問題 な い と考え

る 。 こ の よ 5に一
般 の 進水台幅で は こ の way

end 　pressure の 検討 だ けで 済ま せ て い る点

も中心二 条進水で は オーパ ーハン グ に よ る影

響 を十分考慮 しな けれ ばな らない 。

　 3・3　中 心 二 条 進 水 と 大 型 船 の 進水台間 隔

船底圧 力　（計算）

安全係数　（仮定）

進水台幅 x 条 数

W （全荷重）

f （GIRDER 固定度）

C ．L ．

GIRDER

FR 　lO4FLOOR

ENDS

CENTER

CENTER

EM

σ

CM

σ

恥

M
σ

27．2t／ma2

工mx2 条

2．2SOt

0．4I 　 o・5
895t−m7
．8kg／mm2

2．100tm18
．4kg ／mm2

　 183t527tm127kg

／mm2

1．180ト m10

，3kg／mm2

22．30tm19
．5kg／mmS

　172t455tm

工10kg ／mm2

3 ’1・3幽2 の 検討で 中心二 条 は 安定性 醗 櫚 駄 く船体強頗 の み 齷 暾 う必 要が ある こ と を示 した が こ

，A，

　 　 　

　　　

　 　 　

tB ）

　 　 　 　 　 　 　 1　　　　　　　　 耐 ff、部
　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 六型 船 小 型 船薫用

図 18　大型船の 進 水 台 間 隔 の 決 定

の こ とは 大型船 の 進水台間隔を池 め る に 当 つ て 重要 な

灘簾濃籍裂蠶灘禦籍糶
る。例えば 図 18 の ご と く幅 40m の 大型船を考 え た

時従来通 り幅 B の 1／3・VCとれば図中 （A ）の ご と 個

鷲驚 纛11瓢醗糠 雛鱸饕
物船を 進水 させ る 場合も考え る と24m × 1！3＝ 8m の 固
定台 を 別に 必 要 とす る。 こ れに対し当所 で は 中心 二 条

の 検討か ら幅 32m の 船を水進台間隔約 6m で 進水 さ

e た実例もあ り 強 度 Lの 最 小 限 界で Vtない ）（B ）
の ご と く幅 40磁 の 1！5 に 進水台間隔を決定すれば 40

m × 1！5； 8m で 小型船 の 進水台 も兼 用 で ぎる し さ ら

に は 本進水の ご と く中央二 本足 の 進水も可能 と な る 。

こ の よ うに すれ ば 船台耐圧 部が 縮少 し船台建設費 の 大

幅な節減カミで きる 。

　3・4　 そ　　 の 　　他

　中心 二 条進水 と直接関係は ない カミ進水作業，盤木配置等で 検討を加えた 事 項 ICつ い て 簡単に 紹介する 。

3’4’t 船 首 傾 斜吊込 ワ イ ヤー
　 滑動台 の ど の 位置IC トリ ・ ガーか設け るか と い 5問題 は水際線 の 制約が な
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図 19　船 首 傾 斜 吊 込 ワ イ ヤ ーの 本数決定

い 限 りで きるだけ友側に設け る の が良い 。 なぜ な

らば図 19 に 示す ご と く ト リッ ガ ーを余 り表側に

設け る と前部 の 船体と 滑動台間の 摩擦力 が 不足 し

図の
一

線に 沿つ て 滑 りを生 じ ト リ ッ ガ ー
台後端

の滑動台接手が破断 して 不測 の 事態を 発生 す る 恐

れ が あ る e そ こ で ト リ ッ ガ ー台後端の 接手 に 生ず

る 力を P とすれ ば （普通 P は 負の 値で あ る）

ve ：進水重量 （t ）

叺 ： ト リ ッ ガ ー台後端よ り友の 進水重量 （t ）
V「ff　： ト リ ッ ガ ー台後端 よ り表 の 進水重量 （t ）
μ ： ボ ー

ル の 摩 擦係 数

μ
1

： 船体 と腹駒間 の 摩擦係数

θ ： 固定台傾斜

1⊃＝Wsinθ一（WA μ
一トWFμ

’

）COS θ （t）

　　　　　　　　　　　　　　（3 ・4・1・1＞

で 求め られ る か ら吊込角度を考慮 に 入 れ た ワ イ ヤ ーの 安全荷重を PA （t） とし て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N
・
一骨 （本） 　 　 　 　 （・・・・・・…

の 船首傾斜吊込 ワ イ ヤ
ー

を設け こ の P に 対応で きる よ 5にする必要 が あ る 。 当所で は 船体の 据付位置 決 定 に 当 つ

て 必ずこ の pをチ エ
ッ ク し P に よ る所要本数が進水重量比例 の 基準本数を上回 る場合は 必ず前者を採用 し さ らに

こ の 数値が一
定値を越 え る と きは 据付位置を 再検討す る こ とに し て い る 。

　3・4・2 耐 震 用 十文字支 柱　　小田等
2）の 論文に 見 られ る ご と く船底支柱 の 支持能力は 40t1本 と 盤木 20t1 組 の

二 倍 で あ るか ら作業性 ，資材面 よ り船体支持 に は支柱を多 く採用 す る の が 経済的で あ る。

　 した が つ て 当所 で は 中心 二 条 に よ る キ

ール 盤木の 省略 と も関連 し て支柱 「主」

盤木 「従」 の 配置方針を とつ て い る が こ

の 場台問題 に な る の は堆震等 に よる転倒

の 恐れ で あ るか ら図 20 の ご と く行止め

支柱方式 の 耐震用十文字支柱を考案し転

倒抵抗力の 不足を補 う こ とに して い る 。

　 3・4・3　行止 め 支 柱　　 船体建造中の

友方向へ の 「ずれ」防止 と凖水作業 の 安　　　　　　図 20 耐 震 用 ＋ 文 字 支柱 お よ び 行 止 め 支 柱

全面 よ り盤木支柱 の 取外し完了 ま で は 進

水力に 見合 うだ けの 行止 支柱 を設置 し て い るが 普通 は前項 で紹介 した 十文字支柱の 友側を兼用 させ て い る 。 さ て

こ の 行止 め 支柱は 盤木支柱 の 取外し完了後友側 よ り逐 次取外 して 行 くが そ の 進行 に つ れ て
一

本当 りの 荷重が 増 し

同時に 取外し の シ
ョ ヅ ク で 静的計算の 二 倍以 上 の 力 が 加 わ る こ と か ら最後に 残 る行止 め 支柱が時折 り折損 した の

で 現在で は 表 側二 個 所 の 行止め 支柱は 図 20 ゐご とき組立式の ダ プ ル 型 とし ス ク リ ＝・一一式 の 座 を用 い て 徐 々 に 緩
め る こ と に し て い る 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4　む　　す　　 び

　以上 中心二 条進水方式は 周到な準備 ・検討の もとに 行えぽ安定性，強度面共なん ら不 安の な い 有利な進水方法
で あ り大型船の 進水台間隔決定 に も大 ぎな意味 を持 つ こ と を述べ る と と もに そ の 内容を具体的 に 紹介した 。 さ ら，
に 実船 の 船底強度測定 を もと に 誘導した 船底強度略算式，F リ ッ ガ ー

に か か る荷重 の 均等化 ，船 首傾斜 吊 込 ワ イ

ヤ ーの 本数決定 ， 耐震用十文字支柱等 に も触れ進水作業関係者の 参考に 供 し た 。

．

　終 りに 本進水方式の 開発に 当 り船体強度関係を担当 し船底強度 の 実測，計算式 の 誘導終始 ご援助 を 頂 い た 能登

船殻設計課長，鶴 田主 任，佐野生産技術係長 以 下の 諸兄 に 対 し心 か ら感謝申上げ る 。
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